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(83) 魏 進家、川口靖夫、”Brownian Dynamic Simulation for Micellar Structures and Rheological 

Properties of Surfactant Solution Under Steady Shear Flow”, 第５１回レオロジー討論会, (2003) 

(84) 李 鳳臣、川口靖夫、瀬川武彦、菱田公一、「界面活性剤による抵抗低減水路流の空間的構造

に及ぼすレイノルズ数の影響」、第 81期日本機械学会流体工学部門講演会、(2003) 

(85) 李 鳳臣、川口靖夫、菱田公一、「界面活性剤添加による抵抗低減流れ中の温度境界層に関す

る研究：速度と温度変動の同時測定」、日本機械学会熱工学コンファレンス 2003, (2003) 

(86) 宇 波、川口靖夫、「受動的熱伝達を伴う抵抗低減チャンネル乱流の DNS 解析」、日本機械学

会熱工学コンファレンス 2003, (2003) 

(87) 魏 進家、川口 靖夫、「ブラウン運動シミュレーションによる界面活性剤ミセル溶液のミク

ロ構造とレオロジー特性の予測」、日本機械学会関東支部総会講演会、(2004) 

(88) 李 鳳臣、川口靖夫、瀬川武彦、菱田公一、「界面活性剤添加による抵抗低減現象に及ぼす乱

流秩序構造の影響」、日本流体力学会年会 2004、(2004) 

 

1.3.2 依頼講演（学会、大学、企業等） 

(1) 川口靖夫、「界面活性剤による流動と伝熱の制御」、京機会・産学交流会・熱流体懇話会 、(2001) 

(2) 川口靖夫、「界面活性剤を用いた壁乱流の制御」、日本試験水槽委員会第 7回推進性能部会、(2001) 

(3) 川口靖夫、「界面活性剤の微量添加による乱流制御」日本造船学会試験水槽委員会シンポジウム

「乱流研究の現状とその応用」（大阪）(2002)、124-149 

(4) Y. Kawaguchi, “Application of Toms effect to district heating/cooling system”, 上海交通大学、動力エ

ネルギー工学科大学院技術報告会, (2002). 

(5) Y. Kawaguchi, “Experimental Investigation of drag reducing flow by using of Laser techniques”, 上海交

通大学、動力エネルギー工学科大学院技術報告会,(2002). 

(6) 川口靖夫、「界面活性剤の添加による流体摩擦の低減」、つくば講座（新技術創出のための公開

講座）,(2002) 

(7) Kawaguchi, Y., “Coherent structure and vortical characteristics in drag reducing channel flow with 

surfactant”, International Symposium on Dynamics and Statistics of Coherent Structure in Turbulence: 

Roles of Elementary Vortices in Tokyo (2002). 

(8) 川口靖夫、「界面活性剤の微量添加による乱流制御 」、日本造船学会試験水槽委員会シンポジウ

ム、(2002) 
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(9) 川口靖夫、“非ニュートン流体乱流の実験的・数値解析的研究―トムズ効果の熱輸送システムへ

の応用をめざして―”統計数理研究所共同研究会「乱流の統計理論とその応用―乱流研究の新展

開：力学系とレオロジー―」、（東京）(2003) 

(10) 川口靖夫「スムースウォータの実用化の現状と課題」、ダイキン工業（株）中央研究所技術講

演会、(2003)  

(11) 川口靖夫、「スムースウォーターによる高効率熱輸送システム」、AIST「産学官」交流フォーラ

ム、(2003) 

(12) 川口靖夫、”Recent application of drag reduction to air conditioning systems”、上海交通大学、動力

エネルギー工学科大学院技術報告会, (2003). 

(13) 川口靖夫、宇 波、”Analytical study of drag reduction by direct numerical simulation of turbulence”、

上海交通大学、動力エネルギー工学科大学院技術報告会, (2003). 

(14) 李 鳳臣、川口靖夫、” Experimental investigation of drag reduction by Laser techniques”、上海交

通大学、動力エネルギー工学科大学院技術報告会, (2003). 

(15) 李 鳳臣、宇 波、川口靖夫、”Mechanism of heat transfer in drag reducing flow ”、上海交通大学、

動力エネルギー工学科大学院技術報告会, (2003). 

(16) 川口靖夫、”Reduction of fluid friction by surfactant additives and its application to district 

heating/cooling systems”、 清華大学建築学院大学院技術報告会、(2003). 

(17) 川口靖夫、”Fundamental study and application of drag reducing surfactant additives”、上海交通大学、

動力エネルギー工学科大学院技術報告会, (2004). 

(18) 川口靖夫、”Application of drag reducing surfactant additives to air conditioning systems”, 清華大学

建築学院大学院技術報告会, (2004) 

(19) 川口靖夫、”Fundamental study and application of turbulent suppression by drag reducing surfactant 

additives”、ソウル国立大学校, (2004) 
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1.4 著書・報告等 

1.4.1 著書 

(1) 川口靖夫,「円柱によりかく乱を与えた乱流境界層の熱伝達機構の研究」, 京都大学工学研究

科, 博士請求論文(1997), pp.1-157. 

(2)  稲葉英男, 川口靖夫, 秋谷鷹二, 中田 達, 「界面活性剤利用流動抵抗低減技術」（分担執筆）, 

エコ・エネ都市システム, ２１世紀の都市エネルギーと熱利用技術, 第３編第６章（省エネル

ギーセンター）(1999), pp.117-123. 

(3)  川口靖夫, 「CARS による非接触温度測定」（分担執筆）, 環境圏の新しい燃焼工学、第２編

第８章第６節（フジ・テクノシステム）(1999), p.1392-1398. 

 

1.4.2 研究報告等 

(1)  紺谷和夫、村上 顕、川口靖夫、斉藤敬三、篠山鋭一、篠崎 修、山下憲一、「ディーゼル

燃焼における SOF の低減及び測定評価技術に関する研究」平成２年度環境保全成果集 42-1, 

(1991) 

(2)  紺谷和夫、村上 顕、川口靖夫、斉藤敬三、篠山鋭一、篠崎 修、山下憲一、「ディーゼル

燃焼における SOFの低減及び測定評価技術に関する研究」平成３年度環境保全成果集、33-1, 

(1993) 

(3)  川口靖夫、紺谷和夫、「CARSによる火炎の温度測定」、日本機械学会RC122研究成果報告集、

p104、(1994) 

(4) 川口靖夫、「機械工学における複雑系研究の調査 調査報告書 」（分担執筆）(社)機械技術協

会、(1999) 

(5)  川口靖夫、 「界面活性剤添加による乱流制御」, 日本機械学会Ｐ－ＳＣ２６２, 熱流動現象

の能動制御調査研究分科会成果報告書, 1, pp.98-108, (1998). 

(6)  川口靖夫、「界面活性剤水溶液による熱エネルギーの長距離輸送」, 日本機械学会ＲＣ１４２, 

省エネルギー・環境制御のための熱・エネルギーシステム最適化研究分科会, 研究報告書, 2, 

pp.179-186, (1998). 

(7)  川口靖夫、「スムースウオーターによる熱の高効率輸送」, 機械研ニュース, 6, pp.7-10, (1999). 

(8) 川口靖夫、「粒子画像速度測定法（PIV）の乱流抑制現象への適用」, 機械研ニュース, 9, pp.11-15, 

(2000). 

(9) 川口靖夫、「管内摩擦抵抗低減の新技術」, 機械学会ＲＣ１６６分科会エネルギ－搬送の新技

術, (2001). 

(10) 川口靖夫、「広域エネルギー利用ネットワークシステムの要素技術に関する基礎的研究」（分

担執筆）, 矢部 彰他, 機械技術研究所報告, (2001) 

(11) 川口靖夫、「スムースウォーター」実用化研究会報告書、第３章、第４章１節、第５章」(分
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担執筆)、産総研産学官連携部門, (2003) 

(12) 川口靖夫、「界面活性剤添加による乱流摩擦抵抗低減技術の地域冷暖房システムへの応

用」,PSC-329「流れの抵抗減少効果に関する研究分科会」成果報告書（分担執筆）、日本機械

学会, (2003) 

 

1.4.3 解説・展望等 

(1)  濱 純、川口靖夫、内山芳忠、「水素自動車の試作」、自動車技術 40-2、(1986) 

(2)  川口靖夫、「水素－酸素エンジン研究の現状」、自動車研究 11-1、(1989) 

(3)  川口靖夫, 「伝熱シンポジウム「気になる研究」, （乱流, 限界熱流束, 空調・冷凍機器関連）」, 

伝熱, 38-151, p.12, (1999). 

(4)  川口靖夫, 「界面活性剤水溶液の抵抗低減現象とその応用」, 表面, 37-8, pp.1-8, (1999).  

(5)  川口靖夫, 「界面活性剤添加による乱流抑制現象とその応用」, 省エネルギー, 51-12, pp.18-24, 

(1999). 

(6)  川口靖夫, 「Joint Researchグループリーダーに聞く－連載開始にあたって、薄井教授、稲葉

教授」,伝熱 , 38-154 , p.39 -45, (2000). 

(7)  川口靖夫, 「Joint Research グループリーダーに聞く－熊田教授」, 伝熱 , 39-155, p.26-27, 

(2000) 

(8)  川口靖夫, 「Joint Research グループリーダーに聞く－松本教授」,伝熱 , 39-156 , p.30-32 , 

(2000) 

(9)  川口靖夫, 「伝熱シンポジウム「気になる研究」, （混相流、計測技術）」, 伝熱, 38-157, p.15, 

(2000). 

(10) 川口靖夫, 「スムースウオーターの不思議な流れ」, つくば科学写真研究会会報, 10-2, pp.2-5, 

(2000). 

(11) 川口靖夫, 「Joint Researchグループリーダーに聞く－黒崎教授」, 39-158 , p.20-22 , (2000) 

(12) 川口靖夫, 「Joint Researchグループリーダーに聞く－稲田主任研究官」, 39-159, (2001). 

(13) 川口靖夫, 「PIV（粒子画像速度測定法）の乱流抑制現象への適用」, 光アライアンス, 12-4, 

(2001). 

(14) 川口靖夫,「「CFD による混相流現象の解明」の発刊にあたって」, 日本流体力学会 数値流

体力学部門 Web 会誌 (2003) 

(15) 川口靖夫「界面活性剤添加による乱流摩擦抵抗低減技術とその流体システムへの応用」, タ

ーボ機械, ターボ機械協会(2003) 
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1.5 特許等 

(1) 川口靖夫、濱 純、「金属水素化物タンク」, 特願昭 60-266767, S60/11/27, 登録番号 1677412 

(2) 内山芳忠、濱 純、川口靖夫、「シリンダ内直接噴射型水素エンジンにおける水素供給及び給

気方法」, 特願昭 62-028913, S62/02/10, 登録番号 1613289 

(3) 内山芳忠、濱 純、川口靖夫、「シリンダ内直接噴射型水素エンジンにおける水素供給及び給

気方法」, 特願昭 62-028914, S62/02/10, 登録番号 1613290 

(4) 濱 純、川口靖夫、「金属水素化物を燃料とする自動車の監視制御装置」, 特願昭 62-078116, 

S62/03/31,登録番号 1620608 

(5) 濱 純、川口靖夫、「ガスエンジンの出力制御装置」, 特願昭 62-078117, S62/03/31, 登録番号

1609904,   

(6) 濱 純、川口靖夫、「金属水素化物利用エンジンにおける燃料タンクの暖機法」, 特願昭

62-078118,  S62/03/31, 登録番号 1620609   

(7) 川口靖夫、矢部 彰、「摩擦抵抗低減流体用熱交換器」, 特願平 06-278321, H06/10/18, 登録番

号 2913007   

(8) 川口靖夫、矢部 彰、「摩擦抵抗低減流体用熱交換器」, 米国特許 08/544261, H07/10/17, 登録

番号 6112806 

(9) 矢部 彰、川口靖夫、「熱交換方法及び装置」、特願平 10-238152, H10/08/25, 登録番号 2949228   

(10) 稲葉英男，川口靖夫，信近一雄，中田 達，山岸文久，佐藤健次，冨山澄子，「水系熱搬送媒

体の配管内摩擦抵抗の低減方法」，特願平 11-107001，H11/03/11 

(11) 川口靖夫、魏 進家、「蓄熱装置評価プログラム」、プログラム著作権 


